



Creating Whereabouts for Student Counseling（2） 
































験・教室，④談話室の運営の 4 つを挙げている． 
ランチアワー（ティーアワー，昼休みアワー，等の名称もある．以下，ランチアワー等と













ンチアワー”と入力すると，1 ページ目に以下の大学の取り組みが表示された（表 1）． 
 
表 1 Google 検索によるランチアワー実施大学一覧（検索結果 1ページ目のみを記載） 




憩に利用してください。弁当持参も OK です。6) 
関西福祉 
科学大学 













































※検索日時：2018 年 10 月 27 日 15 時 47 分 
 





















































で，ボランティアとして来てもらえる範囲内にある A 大学大学院と B 大学大学院の 2 校に
筆者の知人（臨床心理学が専門の教員）が在職していることから，ボランティアの派遣が可
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最終的に 7 名の応募があった． 
3-2 ランチアワーの展開 
 「ランチアワー」は，2017 年 12 月 8 日（金）を初回とし，2018 年 1 月 26 日（金）まで， 
月に 2 回金曜日に計 4 回実施した（表 2）．場所は，本学 6 号館 2 階の和室とし，キャンパ
ス内の数か所にポスター掲示を行うとともに，和室前の廊下に立て看板を設置した．ボラン
ティアについては，それぞれと活動可能な日時の調整を行い，下記のように和室内の環境が
多数を収容できる広さではないため，多くて 1 回につき 2 人とした．和室内の環境につい
ては，定員として 10 人程度を想定していたため，高さ 30cm の長机を 2 つ合わせた形にし
て，周りに座布団を 4 枚配置した空間を 3 か所設定した．また，十字型にパーティションを
並べ，それぞれを独立した縄張りのように区切った．見守り人のスペースについては，受付
を兼ねるため，高さ 30cm の長机 1 台の前に約 1m の低いパーティションを置き，和室の靴
脱ぎスペースの横に設えた（図 1）． 
 




2017 年 12 月 8 日（金）
12:20-13:00 
8 人 





ボランティア C さん 
ボランティア D さん 
2017 年 12 月 15 日（金）
12:20-13:00 




ボランティア E さん 
ボランティア F さん 
2018 年 1 月 19 日（金）
12:20-13:00 
1 人 直接来室 筆者 
ボランティア G さん 
2018 年 1 月 26 日（金）
12:20-13:00 
0 人  筆者 
教員 M 
ボランティア G さん 
※表中下線部の学生は同一の組み合わせである． 
※「ランチアワー」実施期間中の午後の時間帯に「ほっとスペース」の開室もあった．上記ボランティアの
うち C さん，E さんとあと 2 名のボランティアが，そちらでも活動した． 
※教員 M は，「ランチアワー」の実施にあたっての学内の協力者である． 
  
図 1 和室の設え 
 








れた学生もおり，8 名と 3 名の利用があった．しかし，1 月になると前回の利用者の再利用
があったのみで，1 月 26 日は利用者がなかった．この日に関しては，定期試験期間に入っ
ていたため，試験の準備や時間割の関係で利用者がなかったものと思われる． 
3-3 ボランティアの活動内容 
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下さった A 大学大学院教授 I 氏，「ランチアワー」の見守り人となって下さった元本学教員
M 氏，本学学生相談室のカウンセラーさん 2 名，本学学生支援センター＜学生生活＞，学
生支援センター＜教務＞の職員の皆様，ここに記して感謝を申し上げます． 

























3）日本学生相談学会 50 周年記念誌編集委員会編：『学生相談ハンドブック』，学苑社（2010） 
4）独立行政法人日本学生支援機構：「大学等における学生生活支援の実態調査（平成 18 年
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学生相談における居場所づくり（２）
life/support/center.php（2018.10.27） 
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